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要約： 高等学校における理科課題研究の一環として，イメージングプレートを用いて自然放射線

に関する実験を行った．実験で得られた画像は，色の濃淡によって，イメージングプレートで測定

した食物に含まれる自然の放射性物質による線量の大小を判断するため，経験的・直観的レベルに

頼るところが大きい．そこで，客観性を高めるために，画像の色の濃淡を数値化することを研究目

的とした．そのために，ＧＭ管式サーベイメーター及び，簡易放射線測定器を用いて，各線量計で

測定した食物に含まれる自然の放射性物質による線量を手がかりに画像分析を行った．その結果，

次の3点が明らかとなった．(1) コンブやワカメは，放射性物質がかなり偏在していること，(2) コ

ンブの茎の部分に放射性物質が多いこと，(3) イメージングプレートの画像を数値化した濃淡値は，

コンブ，ワカメ，玄米の順番に低くなり，各線量計での測定結果と同じ傾向が得られたことである．

経験的・直観的なもの頼るところが大きい画像を，数値化して解析することができた点は，大変意

義深いものとなった． 
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要約： 本校は，エネルギー教育モデル校事業のスタート時に手を挙げ，まさにその事業のモデル

となるべく，平成26年度から3年間，実践に取り組んできた．本校では，当初から実践するにあた

って3つのスタンスを教職員で共通理解し，様々な実践を試みた．その結果，平成27年度にはエネ

ルギー教育賞最優秀賞を受賞し，平成28年度には生徒会の自主的な取組がマスコミで大きな話題と

なり，生徒・教職員・保護者に大きな変容が見られた．こうした3年間の成果をもとに，本校がと

らえたエネルギー教育モデル校としての留意点を伝え，今後，実践に取り組む学校の活動の一助と

なればと本稿にまとめた．
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要約： 2011年4月から中学校学習指導要領が変更され，放射線についての単元がおよそ30年ぶりに復活

した．しかし，放射線に関する学習は，「科学技術と人間」などの理科のまとめの段階での扱いである．初め

て放射線を学習する生徒達にとっては，直接その存在を実感することのできない現象であるため，他の知識

と結びつけたり，他の現象と比較したりしながら，学習する必要があると考えた． 

そこで，著者らは，中学校3年間を通して放射線を学習するカリキュラムを考え，私立の中学校で，2013年

度～2015年度の3年間にわたる実践を行い，3年次に知識面，情意面に関するアンケート調査を実施した．

アンケート結果より，ほとんどの生徒に対して放射線に関する学習の定着を確認できた．また，放射線を身

近に感じる生徒や，放射線が役に立つと感じたり将来性があると感じたりする生徒の割合が増加していた．

一方，霧箱の実験によって放射線を見ることができると考える生徒や，人工放射線と自然放射線は異なる放

射線であると考える生徒の割合が増えていた．これらについて，霧箱の実験に興味を持った16名の生徒から

の聞き取り調査を通して考察を行った．
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要約： シェールオイルの生産本格化と世界経済の減速に伴う石油需要の伸びの鈍化によって，国際石油市

場の需給緩和が拡大し，2014年半ばまでバレル当たり100ドル前後の水準で推移していた原油価格は，2014

年夏頃から低下をはじめた．11 月の OPEC 総会で，シェールオイルに対抗した｢シェア戦略｣に基づき，価格

維持のための減産を見送ったため，2015 年初めには，原油価格は 50 ドルの水準まで半減し，その後 2年間

以上低迷を続けている．同様のパターンによる原油価格の暴落は，1980年代半ばにも発生したが，この時も，

OPEC 産油国は，｢シェア戦略｣を発動し，新規供給源に対して，対抗するとともに，原油価格高騰による｢石

油離れ｣を警戒し，価格の低迷を図った．長期にわたる原油価格の変動を見ると，原油価格の高騰は長期では

続かないことが分かる． 
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要約： 技術科では，技術に対する科学的理解が基礎学力として重要である．特に電気エネルギーはエネル

ギー環境教育として様々な教科や活動で共通の学習題材となっている．その際，原理や仕組みのわかりやす

さから，技術史教育が効果的といえることから，技術科以外においても技術史教育で科学的理解を促すこと

ができるか検討を行った．まず，特別支援教育の生活単元学習でもそれを取り入れた授業を行った．また，

試験的に部活動でも同様の学習をさせた．生徒の感想文などから，技術史教育によって，電気エネルギーの

重要性を科学的に考えさせることができるとわかった．
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